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	1) マルチスケールエントロピー解析
	脳波等の複数の時間スケールにまたがる複雑な振る舞いをする生体時系列データにおける複雑性を定量化するために考案された非線形時系列解析手法です．本研究では各時間スケールでの時間的複雑性を定量化するのに使われました．
	2) マルチフラクタル解析
	時系列パターンの一部が全体の時系列パターンと自己相似的な関係を持つことをフラクタル時系列と呼びます．そして，その時系列の複雑さの程度はフラクタル次元で表されます．さらに脳波等の非定常性の強い生体時系列データは，単一のフラクタル次元ではなく，複数のフラクタル次元を持つマルチフラクタル性を示します．本研究では，全体の主要なフラクタル性とマルチフラクタル性の2つの尺度で脳波の時間的複雑性を定量化しました．
	3)機能的結合解析
	脳における神経ネットワークは，各領野がシナプスや白質でお互いに複雑に繋がっています．このネットワークのことを構造的な神経ネットワークと呼びます．一方，各領野がどの程度同期して活動しているかで機能的な領野間の繋がりがわかります．この機能的な繋がりを機能的結合，そして機能的結合で構成されたネットワークのことを機能的な神経ネットワークと呼びます．機能的結合の評価には，同期を評価するものや情報流を評価するものまで多くの評価手法が存在しますが，今回は時空間的に高い分解能を有するとされるphase lag ...
	脳における神経ネットワークは，各領野がシナプスや白質でお互いに複雑に繋がっています．このネットワークのことを構造的な神経ネットワークと呼びます．一方，各領野がどの程度同期して活動しているかで機能的な領野間の繋がりがわかります．この機能的な繋がりを機能的結合，そして機能的結合で構成されたネットワークのことを機能的な神経ネットワークと呼びます．機能的結合の評価には，同期を評価するものや情報流を評価するものまで多くの評価手法が存在しますが，今回は時空間的に高い分解能を有するとされるphase lag ...
	■今後の展望
	神経ネットワークの変質は，加齢だけでなく，アルツハイマー病をはじめとする老齢性精神疾患においても広く観測されます[1,3,4]．よって，本研究で提案した“複数の複雑性指標/機能的結合と機械学習の融合”を駆使することで，将来的には，超高齢社会の到来に向けた認知機能低下の診断補助となる生物学的指標の確立に寄与できるものと考えています．

